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３
月
27
日
（
日
）
、
鴫
立
庵
に
お

い
て
、
第
54
回
大
磯
西
行
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
俳
句
・
短
歌
大
会
は
東
日

本
大
震
災
を
考
慮
し
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

献
詠
俳
句
・
短
歌
の
入
選
者
の
表

彰
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
・
学
年
は
表
彰
時
の
も
の
で

す
）

▼
献
詠
俳
句
（
一
般
の
部
）

第
一
位　

藤
沢
市　

山
髙　

江
津
子

　
こ
と
ば
み
な

花
び
ら
と
な
り
　
西
行
忌

　
第
二
位　

茅
ヶ
崎
市　

八
城　

湖
楊

第
三
位　

平
塚
市　
　

升
水　

昭
夫

第
四
位　

茅
ヶ
崎
市　

内
山　

良
子

第
五
位　

茅
ヶ
崎
市　

長
島　

久
江

第
六
位　

茅
ヶ
崎
市　

清
水　

純
一

▼
献
詠
短
歌
（
一
般
の
部
）

第
一
位　

茅
ヶ
崎
市　

矢
野　
　

昭

ふ
る
さ
と
の

　
野
菜
に
巻
か
れ
　
届
き
た
る

古
新
聞
を
幾
度
も
読
む

第
二
位　

平
塚
市　
　

星
野　

一
英

第
三
位　

平
塚
市　
　

髙
橋　

英
子

第
四
位　

茅
ヶ
崎
市　

星
野
貴
美
子

第
五
位　

茅
ヶ
崎
市　

柳
下　

久
枝

第
六
位　

平
塚
市　

鳥
海　

マ
サ
ヱ

▼
献
詠
俳
句
（
小
学
生
の
部
）

第
一
位　

大
磯
小
六
年

馬
鳥
隆
太
郎

夏
が
過
ぎ

ぼ
く
ら
の
か
げ
が
　
長
く
な
る

第
二
位　

大
磯
小
六
年　

安
喜
俊
矢

第
三
位　

国
府
小
六
年　

清
水
郁
也

第
四
位　

大
磯
小
六
年　

安
江
雄
祐

第
五
位　

大
磯
小
六
年　

近
藤
亜
胡

第
六
位　

国
府
小
六
年　

清
田
弘
亮

▼
献
詠
俳
句
（
中
学
生
の
部
）

第
一
位　

千
葉
市
立
新
宿
中
二
年

森　
　

菖

自
転
車
を

追
い
こ
す
風
や
　
冬
来
る

第
二
位　

ス
テ
パ
ノ
中
三
年佐

藤
茉
菜

第
三
位　

大
磯
中
二
年　

添
田　

衛

第
四
位　

千
葉
市
立
新
宿
中
二
年

伊
丹
美
樹

第
五
位　

大
磯
中
一
年　

勝
田
章
雅

第
六
位　

ス
テ
パ
ノ
中
三
年

坂
上
エ
ミ
リ

▼
献
詠
短
歌
（
小
・
中
学
生
の
部
）

第
一
位　

大
磯
中
二
年

古
瀬　

妃
代

胸
の
奥

　
い
く
つ
も
の
声
　
響
い
て
る

　
　
　
ど
れ
が
本
物
？

全
部
ニ
セ
モ
ノ
？

第
二
位 

大
磯
中
一
年 

綾
部
沙
理
奈

第
三
位 

国
府
小
六
年 

矢
加
部
未
悠

第
四
位 

国
府
小
六
年 

鈴
木　

彩
音

第
五
位 

大
磯
中
一
年 

林　
　

蘭
愛

第
六
位 

大
磯
中
二
年 

古
川　

真
央

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
経
済
課　

☎
内
線
２
６
３

【
体
育
指
導
委
員
】（
順
不
同
敬
称
略
）

○
二
宮　

強
志
（
国
府
新
宿
）

○
内
海　

徳
之
（
中
丸
）

　

小
埜　

建
次
（
生
沢
）

　

池
田　

明
美
（
月
京
）

　

小
林
三
千
代
（
月
京
）

○
安
藤　

憲
和
（
馬
場
）

　

松
本　

礼
子
（
国
府
新
宿
）

○
奥
野
枝
美
子
（
山
王
町
）

　

関
野　

行
正
（
神
明
町
）

○
曽
我
由
紀
夫
（
石
神
台
）

　

山
本　

勝
己
（
高
麗
）

　

守
屋　

正
三
（
黒
岩
）

　

伴　
　

紀
子
（
南
下
町
）

　

仲
川　

伸
行
（
西
小
磯
西
）

○
二
宮
加
寿
子
（
月
京
）

○
杉
山　
　

裕
（
茶
屋
町
）

○
村
上　
　

健
（
台
町
）

　

高
山　

弘
子
（
高
麗
）

○
曽
我
部　

耕
（
馬
場
）

○
佐
藤　

成
人
（
中
丸
）

○
印
は
平
成
23
年
４
月
１
日
委
嘱

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
内
線
３
２
４

　

次
の
20
名
の
方
を
体
育
指
導
委
員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
指
導
委
員
は
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実

技
の
指
導
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
及
び
助
言
を
し
、ま
た
、ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
54
回

大
磯
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
の
入
選
者
発
表

体
育
指
導
委
員
を
委
嘱

　

日
吉
跨
線
橋
【
大
磯
町
国
府
新
宿

７
６
０
番
地
先
】
は
、
橋
上
で
車
同

士
が
す
れ
違
う
こ
と
が
出
来
な
い
ほ

ど
道
路
幅
員
が
狭
い
橋
で
す
。

　

こ
の
た
め
咋
年
度
、
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、

安
全
施
設
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

【
安
全
施
設
の
概
要
】

　

跨
線
橋
の
手
前
に
セ
ン
サ
ー
と
シ

グ
ナ
ル
表
示
灯
を
設
け
、
こ
の
セ
ン

サ
ー
が
車
を
感
知
す
る
と
、
反
対
側

の
表
示
灯
が
対
向
車
の
進
入
を
告
知
、

注
意
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な

通
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
内
線
２
３
２

日
吉
跨
線
橋
に
安
全
施
設
を
設
置
！！

▲安全施設が設置された日吉跨線橋

▲西行祭


